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1　 目的と方法

　全国 の 中学 ・高校で理 科を教える教員が ，東

日本大震災後 に重要 な関心 事 とな っ た放射能

に関わ る諸 問題 に 関す る科学的理 解 を深 め る

た め ， （1）福島県に お け る現 地視察 を通 じ て ，

こ れ ま で の 理科教育 の 知識 で は 理解 が難 し い

放射性物質の 拡散 の 科学的背景 ， 除染 の 実際，

大津波の 被災状況に つ い て 学ぶ こ と，（2）大学

の 科学研究施設 を利用 して ， 放射線 に関わる専

門的知識 の 習得 と科学実験を体験 し ， 中学 ・高

校で の 今後 の 理 科教 育活動 に反映 す る こ と，

（3）実社会 の 重要課題 に対 して ，将来，科学技

術 を通 じて 挑戦 し よ うとす る人 材 を育む理 科

指導法 に つ い て 検討 す る こ と，をね らい と し

て ， 科学技術振興機構 の サイ エ ン ス
・
リ
ーダー

ズ ・キ ャ ン プ事業 の 支援を受 け て ，平成 24 年

8 月 22〜25 日に合宿研修会を実施 した。

匚合宿研修 プ ロ グラム の 概要 ］

1 日 目　8 月 22 日　（水 ）福島市 にて

○ 開 講 式 ・オ リエ ン テ
ーシ ョ ン 　永澤明 ・埼 玉大 他

○ 基調 講演 「農業 と放 射線」 中西友子
・
東京 大

○ 実践発表　原 尚志 ・県 立福島高校お よび 科学部生徒

　佐々 木 清 ・郡 山市立 明健中学校

2 日目　8 月 23 日 （木）現地 視察

○講義　菅野典雄 ・飯舘村長，菊 池製 作所 ，

　井上 直也 ・埼 玉 大，渡 辺 邦夫
・
埼 玉 大

○視察　飯舘村 の 除染 現場，南相馬市内 小 学 校 ・高校

○講義　桜井勝延 ・南相馬市長，石 川俊
・南相馬 市民

○ 視察　地震 被害，大津波の 被災現場

3 日 目　 8 月 24 日 （金）埼 玉 大 学 に て

○ 講義　 「放 射 性 物 質 の 化 学」 永 澤 明 ・埼玉 大，　 「放

射 線 の 物 理 」 井 上 直也 ・埼 玉 大，　 「放射線 の 生 物学的

影響」 坂 井貴文 ・埼玉 大

○ 実験　 「放 射性物質 の 特 性 1 」 永 澤 明，藤原隆 ・埼

玉 大，　 「放射性 物質の 特性 2 」 井上 直也 ・埼 玉 大

4 日 目　 8月 25 日 （土 ）埼玉 大 学 に て

○ 講義　 「放射性物質 の 利 用 」 大 西 純 ・埼 玉 大 「環境

放射線」 廣瀬勝 己 ・埼玉 大客員教授

○ 討議　 「研修成果の 中学
・高 校教育への 活用」 近 藤

一
史 ・埼 玉 大，小 倉康

・埼 玉 大

○ 閉校式　　「修 了証 授与」 上井喜彦 ・埼 玉 大学長他

2　結果

　科学技術振興機構 に よ っ て 選ばれ た 25 名 の

中学・高校教員が合宿研修 プ ロ グラ ム に参加 し

た 。 事後ア ン ケー トに お い て ，
「最先端 の 科学

技 術を体感 し，理数系教員 として の 素養 を高め

たか 」 に 20 名が 「そ う思 う」 ， 5 名が 「どち

らか とい えばそ う思 う」 と答 え， 否定的な回答

は無か っ た 。 「キ ャ ン プに参加 して，日々 の 教

育活 動 の 中で 活か す こ とが で き る成果 を得 た

と思 うか」 には 14名が 「そ う思 う」 ，
11 名が

「どち らか と い えばそ う思 う」 と答 え ， やは り

否 定的な回答 は無か っ た 。 また 「キ ャ ン プで最

も良か っ た プ ロ グラ ム 内容」 に つ い て は 「福 島

県現 地視察」 が 21 名 とな り， 移動 を伴 う不 自

由に もか か わ らず現地 視察 を含 めたプ ロ グ ラ

ム の 構成が高 く評価され た。こ れ らは，キ ャ ン

プの 目的が十分達成で きた こ とを示 し て い る。

　キ ャ ン プ の 参加 に 当た っ て ， キ ャ ン プ で 得 ら

れた 事項 を生か し た教育活動 を年度 内に 実践

し ，
レ ポー

トを提 出し そ の 公 開を承諾する こ と

を求め てお り，年度 中に殆 どの 参加者か ら，実

践 レ ポー トが 提出され た。そ こ で ，提 出され た

実践報告の 報告会 を開催 し，再び意見交換す る

こ とが成果 の
一

層の 波及 の ため に望 ま し い と

い う意 見が参加者か らも寄せ られたた め，平成

25 年 3 月 27〜28 日 に埼玉 大学に て 成果報告会

を開催す る こ とに した。年度末の 多忙 に もか か

わ らず，13 名が 出席 し ， 実践 レ ポ
ー

トも最終

的に 22 件が報告 された 。

　 実践 レ ポ
ー

トも含め，本キ ャ ン プ に関 して 可

能なす べ て の 資料を ホ ー ム ペ ージ で 公 開し た。

http：〃park．saitama −u ．ac ．jp！〜saitamaSLC ！index．htm1

3　 結語

　本 キ ャ ン プは，福 島県で 苦悩 され る 自治体，

教育委員会 ， 学校，市民な ど，多く の 関係者 の

協力 に よ り実現で きた もの で，厚 く感謝申 し上

げると ともに1こ の 成果を広 く周 知 し活用 し て

い くこ とが御礼に なる もの と確信 して い る。福

島県 下で の 放射性 物質の 除染が 少 し で も早 ま

るよ う， 全国的な注意喚起 とと もに ， 記憶 の 風

化を防ぐ こ とが重要で ある 。

一471一
N 工工

一Eleotronio 　Library 　


